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保田の養魚場から得られた

ハイクラゲ属 Staurocladiaのクラゲについて

及川香世

On a Crawling Medusa of the Genus Stauroc/adia Obtained 

from a Fish Farm at Hota， Chiba Prefecture. 

Kayo OIKAWA 

はじめに

ハイクラゲ属 Stalll官 ladiaは，刺胞動物門ヒドロ虫

綱エダアシクラゲ科に属し，本子11から Stauyoc/adia

耐 Imillata(Edmondson)とS.wllentilli(Browne)の2

種が知られている。)

S. acumillataは，伊豆半島，下回から HARADA

(1954， 1957)によって報告されている。このクラゲは

1954年に新種Eleufheriajatollica HARADAとして報

告されたが， 1ω95幻7年にハワイ産の S丘.a，配仰c口11山附tυ1m削m叩I悶'afi却aと伺種

であるとされたfいつぽう S.悶 II酎削側Itu初卯n附111は.

(19銘88ω)によつて相模i湾茸から報告された。 KAKINUMA

(1963)によって，陸奥i脅から S.ゅ.として報告さ)れた

クラゲも S.悶 llenfhliであろうと考えられている。

本属のクラゲはクラゲではあるが遊泳せず，海藻な

どの表面をはって移動するという特徴がある。また，

二分裂によって無性生殖することも知られている。

今回著者は，千葉県安房郡鋸南町にある保田漁業協

同組合(以下保田漁協と略記)ヒラメ養殖場の循環鴻過

槽の中から本属のクラゲを得たので，その発見状況と

形態等について報告する。

材料と方法

1994年10月12日に保田漁協から，使用中の循環i慮過

槽の水が急に濁りだし， iJ膚過樽の中を点検したところ，

i車材のマットの中にカピのようなものが見えるが，こ

れは何かという問い合わせがあった。 i車材の一部を取

り検鏡したところ，繊維の問に多数の有頭触手を持つ

ヒドロクラゲが観察された。このマットに付着してい

たクラゲをパスツールピペットで採集し，一部を40%

海7](ホルマリンで固定した。生体および周定標本を用

いて，実体顕微鏡(オリンパスJM)で形態を観察した。

利胞の観察は光学顕微鏡(オリンパスBH-2)によって

行った。

また，採集したクラゲの一部を3eのど}カ}に収

容し，パスツ}ルピペットで軽く通気しながら室温で

飼育した。餌はアルテミア幼生を週に 2回程度与えた。

換水は行わずに，蒸発した水を水道水で補った。

なお，伺漁協から問い合わせのあった10月上旬のi車

過稽内の水温は22-27'Cであった。

結果

1 )外部形態

体は皿形をした傘の部分と，傘の周縁から伸びる縁

触手からなる。大きさは触手を含めて直径約1.5mmで

あった。傘の背面には触手の付け根に沿って赤い限点

が並んでいる。口はやや突出し，口自主手はない。

縁触手は傘の直径とほぼ伺じ長さで，半分よりやや

基部に近いところで分岐する(図 1)。分岐した触手

の背側の枝は，先端と触手の途中に刺胞癌を持つ。ク

ラゲはその触手の校の先端を活発に動かし，背面や周

囲を探索するかのような行動をした。いっぽう腹但lの

技は刺胞癒を欠き，背側のものよりやや長く，先端は

付着器状になっていて，体を支えたり移動するために

使われていた。

触手の数は個体によって異なり，マットから採集し

て観察した10個体では， 12から24本の問であったが，

20本前後のものが多かった。一方，飼育中のもので，

分裂直後の個体の触手は少ないものでは，わずか6本

であった。

刺胞療の数は先端のものも含めて，触手一本につき

2個のものがほとんどであったが，稀に 3個の場合も
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眼

傘

背面から見た図

図1 循環i膚過槽から発見されたクラゲ

あった。 4個以上付いている触手はなかった。触手の

先端の利胞療は，ほほ完全な球形をしていて，触手の

途中にあるものよりも大型であった。触手の途中の刺

胞癒は楕円体に近い形で，触手の全局をとり巻かず，

反口側にのみついていた。口側及び側面に付いた京l胞
癒はなかった。

2 )刺胞について

触手の刺胞痛には，大小2タイプの刺胞が見られた。

大きい方の刺胞は Stenoteleで平均19.3X13目 3畑，小

さい方の刺胞は，種類は特定できなかったが，平均の

大きさは7.9X4. O)Onであった。

3 )飼育について

クラゲは流れのない状態では容器の底面にいたが，

通気したときにはほとんどが水流の当たる壁前に付着

した。アルテミア幼生を与えたところ活発に摂餌した。

また，二分裂して無性生殖を行うものがあった。分裂

に関して一例をあげると，大型のクラゲ1個体を取り

出し，10meの管ピンに一昼夜入れておいたところ 3個

体に増えていた。これらを250meピーカーに移して更

に一晩おいたところ， 4個体に増えた。この聞に給餌

は行わなかったが，大型個体は連続して分裂できるこ

とが確認された。

ポリプ世代は得られなかった。

考察

今回採集されたクラゲは，触手途中の刺胞癌が1~

2個と少なく，触手の反口側にのみ付くという特徴か

ら， StallYi酎 ladia四'1IlIellsis(Edmondson)に非常によ

く類似する。 Edmondsonによれば，ハワイ産の s
oalmel1sis Iま，多いもので18本の触手を持ち，完成した
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つの刺胞痛を持つ。著者が採集したクラゲではこの

触手の途中の刺胞癒は1つのものの方が多く，S.w1u附 ISIS

でなく，新種である可能性もある。しかしながら，

このクラゲは，二分裂で増殖するため，採集された個

体がすべて，刺胞癌の数が少ないタイプの S.倒 IlllellSis

1個体のクローンである可能性もあり，種名は決定

できない。いずれにしても，今まで本主防、ら報告され

ている種には該当せず，今後の研究が期待される。

この類のクラゲは天然では海藻の表頭Iなどに付着し

ているが，今回ヒラメ養殖場のi車過糟内で大量に発生

しているのが見つかった。このクラゲの見つかった涛、

過槽はヒラメの飼育実験に用いられているもので，飼

育水槽の直後に設置され，排水中にある残餌，糞など

の固形物を除去するために， i.塵材としてマットが入っ

ている。槽内にはコベポーダ類の増殖が認められるこ

とから，たまたま飼育水中に入り込んだ、クラゲが扇形

物除去槽にトラップされ，そこで繁殖していた小型甲

殻類を餌にして急激に増えたものと思われる。飼育水

は鴻過海水を更に101捌のカートリツジフィルターでi慮
過したものをオゾン殺菌装置と紫外線殺菌装置を通し

て循環使用しているので，通常ならばクラゲが混入す

る機会はない。けれども，このヒラメ飼育水槽のまわ

りには原海水を使用する水槽が設置されているので，

それらから器物を介して侵入した可能性があると考え

られる。

このクラゲが飼育中の魚に直接，害を及ぼすことは

まずないと考えられるが， 1慮過槽中の小型甲殻類を多

量に捕食してしまった場合，今回のように飼育水の濁

りなどのi車過槽の機能低下を引き起こす一因となる可

能性がある。しかし，クラゲ自体は，淡水中では数分

で死滅してしまうので，今後同様なクラゲの発生を

見ても議材のマットの交換や，マットを淡水に漬ける

などの処置で，十分対応できると考える。
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要約

1994年10月に著者は千葉県安房郡鋸南町保田i.<<t協の
ヒラメ養殖場から，ハイクラゲ属 Slalll町 ladiaのクラ

ゲを採集した。

このクラゲは，今までに本邦で報告されたことのあ

る， S.悶/l，四lilli，S. aClllllillalaのどちらとも異なって

いて，本邦では初めて報告されるものであった。同属

のクラゲの中ではハワイ産の S.四 hlleJlsisと非常によ

く類似していたが，自由手上の刺胞痛の数が少なく，別

種である可能性もある。
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